
毎年センター主催で行われる川の学習

今年度も無事行うことができました

度から引き続き倉澤正徳先生（前大石小学

校長）と新しく渡辺正利先生（前湖南中学

校長）にお手伝いしていただきました

９月の大型台風の影響や当日の悪天候

のため延期になった学校もありました
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れが速く水の量も多く危険を感じました
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＜子どもたちの感想から＞
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＊ぼくは鹿留川には、一回行ったことがあるのですが

も、昨日行っていろいろなことを

ました。二つ目は外側と内側では

は中流と上流では、石の大きさがぜんぜんちがいました

ことのない大きな石があってびっくりしました

いました。

＜先生方から＞

＊“百聞は一見にしかず”で水の力

ようです。単一の学校ではできないことなので

ったです。

＊この川の学習を体験するとしないとの
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体験の時、中流はあまり重
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は角がたくさんあって大
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